
作業用プリンターカート（RAC-FA6）組立説明書

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
この製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組み立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

Ver 1.0

①天板×1枚

⑦支柱×4本

③底板×1枚

②棚板×1枚

④上フレーム（前）
　×1個

⑤上フレーム（後）
　×1個

⑥下サイドフレーム
　　　　　×2個

※固定するボルトの取付け位置により、
　カートの高さを50mmの間隔で調整出来ます。

⑧ハンドル×3個

⑨クッション×4枚

⑪配線用グロメット
　×1個

⑫S字フック
　×1個

⑯スプリングワッシャ
　×28枚

⑬キャスター
（ストッパー付き）
　×2個　 

⑭キャスター
（ストッパー無し）
　×2個　 

⑮ワッシャ
　×28枚

＜組立てに必要な人数＞ ＜用意していただくもの＞

大人2人以上
・プラスドライバー、はさみ
・手袋（ケガ等を防ぐために、着用を
　　　お勧めします）

⑩可動ブッシング×1本

8mm

⑰ボルトA×4本(6×50)

⑱ボルトB×4本(6×35)

⑲ボルトC×16本(8×20)

⑳ボルトD×20本(6×12)

スクリュ×6本(5×35)

50mm

35mm

35mm

800～
1000mm

20mm

6mm

6mm

5mm

6mm

12mm

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（RAC-FA6など）と下記の部品番号（① ～ 　）と部品名（ボルトAなど）をお知らせください。

　六角レンチ（4mm）
×1本　 

シリアルナンバー
シール

ロゴシール



③底板

⑥下サイドフレーム

⑬キャスター（ストッパー付き）
※短い辺に取付けます。

⑯スプリングワッシャ

⑮ワッシャ

⑭キャスター
（ストッパー無し）

キャスター（ストッパー付き）を取付けます。 キャスター（ストッパー無し）を取付けます。

返す

⑳ボルトD(6×12)

⑳ボルトD
※ゆるめに取付けます。

6mm

12mm

⑲ボルトC

⑲ボルトC(8×20)

8mm

20mm

⑲ボルトC(8×20)

8mm

20mm

⑲ボルトC

短い 長い



⑦支柱
※ボルトの取付け位置により
　50mm間隔で3段階の高さが選べます。

穴の形状に合わせて取付けます。
（最後に余ったブッシングは切り取ります。）

※全てのボルトを
　締め込みます。

⑳ボルトD(6×12)

6mm

12mm

⑳ボルトD

後

前

⑰ボルトA
※ゆるめに取付けます。

⑳ボルトD(6×12)

6mm

12mm

⑯スプリンワッシャ

⑯スプリングワッシャ

⑯スプリングワッシャ

⑮ワッシャ

⑮ワッシャ

⑮ワッシャ

⑳ボルトD
※ゆるめに取付けます。 ※同様に他の３本も取付けます。

　4本の高さを揃えます。

※前後のフレームの高さを揃えます。

②棚板

⑩可動ブッシング

②棚板
※穴が後です。
※キャスター（ストッパー無し）が後です。

④⑤上フレーム（前/後）
※ボルトの取付け位置により、50mm間隔で3段階の高さが選べます。

⑰ボルトA(6×50)

50mm

6mm

※シールが前です。
※キャスター
　（ストッパー付き）
　が前です。

※任意の位置に
   取付けできます。



裏面の剥離紙をはがし、
クッションを折り曲げながら取付けます。

スクリュ

スクリュ(5×35)

35mm
5mm

⑱ボルトB(6×35)

⑱ボルトB

35mm

6mm

⑯スプリングワッシャ

⑮ワッシャ

①天板

⑧ハンドル

①天板
※配線用グロメットを後にします。
※キャスター（ストッパー無し）が後です。

⑪配線用グロメット

⑨クッション

＜下から見た図＞

後
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※S字フックは、上フレームの四隅に取付けできます。

＜下から見た図＞

⑫S字フック

注意 ※下記の高さを可変させる場合は、各ボルトをゆるめてから可変させてください。

●棚板の高さを変える場合
　【支柱上部のボルト】と【支柱下部のボルト】をゆるめてから
　  可変させてください。

棚板

●支柱上部の高さを変える場合
　【棚板のボルト】と【支柱下部のボルト】をゆるめてから
     可変させてください。

棚板のボルト

支柱下部のボルト
支柱下部のボルト

棚板のボルト

支柱上部のボルト

●支柱下部の高さを変える場合
　【棚板のボルト】と【支柱上部のボルト】をゆるめてから
　  可変させてください。

支柱上部のボルト




